
















〔緒言〕 

 小児急性リンパ性白血病(以下 ALL と略す)長期生存例の増加に伴い,後期障害として成

長発達障害が予測されているが,実際の障害例の報告は稀である。 

 我々は,二次性下垂体性小人症を合併した ALL 長期生存女児例の 1例をすでに報告した。

その後も,同様の低身長傾向が多数の症例に認められた。 

 広島赤十字病院で追跡中の,5 年以上経過した成長期小児 ALL21 例中(男児 8 例,女児 13

例),Z-score-2.OSD以下の低身長を示した症例は8例(男1例,女7例)であった。またheight 

velocity が 4.0cm/年以下の 10 例(男 2例,女 8例)中,成長の停止した女児 1例を除く 9例

に,成長ホルモン(以下 GH と略す)分泌能検査を行ったところ,7 例に GH complete 

deficiency,2 例に partial deficieney を認めた。 

  今回は,7 年以上経過している年長女児 8 例で,共通した成長曲線のパターンの異常が認

められたので報告する。 


